
水循環Q&Aでは、水循環に関する身近な疑問について、関係機関の方に回答をいただきます。
今回は、法政大学水文地理科学研究室の学生さんから寄せられた「水循環」に関する質問につ

いて、所沢市の方に回答をいただきました。

水循環再生の取り組みからどのような成果が出ていますか？

所沢市では、柳瀬川流域水循環アクションプラン（Ｈ21.3）が作成される以前か
ら、市民活動の充実や雨水浸透施設の普及などさまざまな取り組みを進めてきまし
た。その一つである「雨水浸透ますの無償支給制度」を紹介します。

A

気になる水循環 （１3）　       ～水循環 Q＆A ～

Q

市内全域を対象とし、雨水浸透施設の
材料（雨水浸透ます等）を所沢市が無償
で支給しています。なお、設置工事の費
用は自己負担となります。

【取り組み成果】
無償支給制度などの効果もあり、
所沢市全世帯では、累計で13455個

）度年52成平（。たしまりなと置設の

雨水浸透ますの無償支給制度（所沢市）

（所沢市より寄稿）
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事務局だより 川づくり連絡会に参加してみませんか？

■ 連絡先
新河岸川流域川づくり連絡会　事務局
（国土交通省関東地方整備局 荒川下流河川事務所 調査課内）
〒115-0042 東京都北区志茂5-41-1
TEL 03-3902-3220　FAX 03-3902-2346
URL   http://www.ktr.mlit.go.jp/arage/

しんぶん「里川」掲載情報を大募集します！

　新河岸川流域川づくり連絡会は、原則第2火曜日
または第2金曜日で年４回程度開催します。参加希
望の方は、下記連絡先までお問い合わせください。
（開催場所はお問い合わせ時にお知らせします。）

　各流域や地域での活動報告やイベント情報を募
集しています。身近な情報などをお手紙または
FAX・メールにて下記連絡先までお寄せ下さい。

11月25日（火）に第3回、2月4日（水）に第4回新河
岸川流域川づくり連絡会が開催されました。第3回で
は、12月に開催予定の「第10回川でつながる発表会」の
交流会企画や現地見学会のコースについて協議しまし
た。また、埼玉県より、「水辺空間とことん活用プロジェ
クトについて」事業紹介が行われました。
第4回では、今年度の連絡会活動の報告、次年度に

向けた方針の協議をし
ました。また、事務局よ
り、「荒川下流域を対象
としたタイムライン検
討について」情報提供
を行いました。

　第３回連絡会、第４回連絡会が開催されました

第３回連絡会のようす

●　新河岸川 「ひらたぶね乗船体験」 開催　●
東武鉄道㈱東上線が開通までの 300 年間、新
河岸川は江戸と川越を結ぶ河岸場として栄えま
した。船頭さんの舟歌を聞きながら、昔の「新
河岸川舟運」感じて、味わい・楽しんでいただ
ければ幸いです。「新河岸川」河川名発祥の地
であり、「新河岸駅」からは徒歩８分の下新河
岸船着場にて、みどりの日に実施いたします。

【日時】2015年 4月29日
　　　午前10時～午後3時
　　　※荒天の場合は中止
【場所】新河岸川旭橋下　下新河岸船着場跡地　　　
【主催】新河岸自治会　新河岸商栄会
【問い合わせ】新河岸自治会
　　　　　　　会長　佐野國男（090－2251－7566）

 

昨年度、舟乗体験のようす

切り絵 毛利将範

Ｐ２～３ 第 10 回川でつながる発表会の開催報告
Ｐ４  連載：気になる水循環 (13) 水循環 Q&A

イベントカレンダー、事務局だより
Ｐ５  特集：めぐる巡る水の旅！
 　　　　　　　～見て、聞いて、考えて、体験した一日～

日増しに暖かくなり、梅が見頃となりました。
今後は桜前線も北上してきますので、川と花の
風情溢れる写真を撮りに出かけませんか。
今号では、12月に所沢市立所沢小学校で開

催した第10回川でつながる発表会の開催報告
を掲載します。連載では、法政大学の生徒さん
からの疑問に、所沢市の方に回答をいただきま
した。特集では、川でつながる発表会の交流会
企画の結果を報告します。
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全国一斉水質調査で協力をいた

だいている法政大学からは、水素

イオン濃度を測定する際に、日光にあ

てないようにするなど温度管理や流域

全体で細かな調査方法を統一することの

重要性などが紹介されました。

埼玉県大久保浄水場からは、

ダムや川を流れる水の流れの

1つとして、浄水場を通過すること、

また沈砂池、沈殿池、濾過池などの

各施設の役

割が紹介さ

れました。

雨水貯留浸透実験では、「水循環を考える企

画」で考えた水循環再生に向けた取り組み

についての知識を実際に体験

することで理解を深めても

らいました。

授業では、空から降る雨

は、海上で熱せられた空気が

上空で冷やされて雨になってい

ることや健全な水の流れが確保

されないと洪水などの災害が発生

することが紹介されました。

パネル展示では、新河岸川流域におい

て取り組まれている成果が整理され

ていました。パネルの中には、洪水な

どの災害の対策として、緑地保全に

着目し、団体レベルで実施してい

る緑地保全活動などがまとめら

れていました。

水循環を考える企画では、講義を聞いて得た

知識を踏まえて、「雨水貯留浸透施設の設置」「河川

や環境に係る市民活動への参加」「緑地保全」の 3 つの

項目から、その対策効果も検討しながら、自分が実施した

い取り組みを考

えてもらいまし

た。

新河岸川流域川づくり連絡会による

水循環を考える企画

所沢市河川課による

小学校～大学、市民団体による

水循環授業

パネル展示

②
考
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！水

循環再生に向けた取り
組
み

①
見

て
、聞

く！水
のながれと流域内の取り

組
み

③
体
験する！水の浸透と治

水

るる！！水水水のの

埼玉県大久保浄水場による法政大学
水文地理学研究室による 浄水場の仕組み

適切な水質調査の方法

新河岸川流域川づくり連絡会による
雨水貯留浸透実験

雨がどこからきて、
どこへいくのか水循環
の基本を知る

水の流れの中にある
浄水場の役割を知る

水循環再生に向けた
対策と効果を知る

調査方法による数値
の違いを知る

水循環再生に向けた
対策と効果を知る

新河岸川流域内の
河川・環境活動を
広く知る

第10回川でつながる発表会
■日時：平成26年12月14日10時55分～16時
■場所：所沢市立所沢小学校　体育館

水循環
海が熱せられ、雲ができ、雨が降り、川を流れ、人が利用し、また川
を流れ海に戻るという一連の流れのことをいいます。この一連の流れは、
山や川などをたどる自然系のものと、人々の生活の中をたどる
人工系のものに分けることができます。

川でつながる発表会　
学生などの水や環境に関わるさまざまな取り組みの発表を通し
て、世代を超えた交流が生まれるきっかけをつくることを目的
としています。
今号では、「第10回川でつながる発表会」の中でも、流域のみ
なさまに水循環再生について広く理解していただくために、さ
まざまな団体と協力して実施した交流会の内容を紹介します。

【今後に向けて】
川でつながる発表会の交流会企画は毎年、
新しい企画を用意しております。次回に向
けて、「水循環再生に向けて、こんな企画
をやってほしい。」「住まい近くにはこんな
河川・環境活動している団体や学校があ
る。」など流域のみなさまの情報・意見を
募集しております。

■　問い合わせ先　■

新河岸川流域川づくり連絡会事務局（国土交通省荒川下流河川事務所調査課内）
電話：03-3902-3220　　住所：東京都北区志茂5-41-1

しぜんけい

あめうみ ねっ くも

もど

かわ なが ひと

ひとびと

じょうほう

がっこうだんたい

ちか

わ

やま

あたら

ふ

こ う

と く

まいねん

ぼしゅう

む

す

りよう

せだい

きかく

いけん

かせん かんきょうかつどう

ようい じかい

いちれん

せいかつ

もくてき

かか とお

こうりゅう

はっぴょう

じんこうけい

じっし

りかい

ないようだんたい

こんごう だい かい なか

ひろ

しょうかいきょうりょく

みずじゅんかんさいせい

りゅういき

めぐる巡る水の旅！
～見て、聞いて、考えて、体験した一日～

めぐる巡る水の旅！
～見て、聞いて、考えて、体験した一日～
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特集：めぐる巡る水の旅！　～見て、聞いて、考えて、体験した一日～

どれどれ
②は何かな？

こんどは
③だ！


